
日　時： 2023年9月25日（月）午後1時30分～2時46分

場　所： おいでやすコスモス103

内容

利用者家族 1名 包括支援センター職員 1名 1.現況報告（別添資料）

地域住民代表 5名 合計　8名 1名 2.前回会議以降の活動と今後の予定（別添資料）

知見を有する者 1名 欠席 1名 3.意見交換

市職員 1名 （地域住民代表）

1.現況報告 資料に添って、副理事長が説明した。

9月は包括からの紹介で先週から1名増えて、現在の登録者20名。

広報の在り方を考えたいと思っている。

1人暮らしの方のエアコンのチェックを夏の間続けた。利用者のコロナ感染は無い。

2.前回以降の活動と今後の予定　　資料に添って所長が説明した。

・BCP策定委員会について職員が説明した。

災害が発生しても、早く復旧して事業を継続するためのプラン。厚労省から2024年3月末までに作成するよう

指示されている。以前から備蓄品は用意しているが、策定委員会を作って職員の意見も取り入れて、年内に

計画書を仕上げたい。賞味期限が切れる備蓄食料の入れ替えをした。非常用電源が必要。

所長：コロナで暫く実施していないが、10月末に避難訓練を計画している。

3.意見交換

意　見 ・登録者数が少ないならもっと声を掛ければ良い。BCPの内、防災は、何処に避難するか。避難する時に

　持って行く１～２日分の食料を分けておく必要がある。寝る所に靴、非常持ち出し品を用意する。

職　員 ・この建物は、震度６～７に耐えられると聞いているので、避難せずにここに留まる予定。

意　見 ・防災士として役に立つことがあれば、微力ながら協力します。

意　見 ・水害や地震による倒壊は無いかも知れないが、以前に停電があった。連絡網はあると思うが、携帯電話が

　使えなくなる可能性もある。連絡方法が要ですね。通勤手段が止まったら、援助に当たる職員がいない。

　態勢が実行できない時はどうするか、考えなければいけない。

職　員 ・コスモスは、全員が八幡市内在住。この建物は大丈夫でも、利用者さん、職員が水害にあう場合もある。

意　見 ・利用者にコロナの感染がこれまで無かったこと、熱中症対策で利用者さんの自宅のエアコンの管理をされ

　ているのはありがたい。

質　問 ・介護保険が近々変わると聞いていいるが、それについて知りたい。小多機は、ケアマネが替わるから使い

　にくいという声を聴いている。

回　答 ・理事会で勉強会をした、介護保険は黒字なのに、保険料を値上げしようとしている。国が何にお金を使おう

　としているか。

質　問 ・コスモスにはケアマネは何人いますか？

回　答 ・今は3人です。

意　見 ・防災の件、自宅で耐震補強を計画している。コスモスも色々検討されているので安心している。まだコ

　ロナの感染が発生していないとのこと、皆さんの努力はすごい。妻は入院中に一気に認知機能が落ちた。

意　見 ・週3日は喫茶でランチを頂いている。上の部屋も月1回利用している。利用者増と、経営の継続を望む。

意　見 ・病院の待合室には高齢者が沢山いる。そこで災害が起きたらパニックになる。敬老会の参加者にコスモス

　を勧めたら、全然知らなかった。宣伝が必要。

職　員 ・チラシやコスモスだよりをポスティングしたことも有る。新しくチラシを作成して配る予定です。

意　見 ・近所からの苦情などで、家族から包括に相談が有っても、本人は必要を感じていないのでなかなか利用に

結び付かない。そこが難しいところだ。

意　見 ・困っていても、困っていることを自覚したくない。他人に助けてもらう事に遠慮を感じる。自己責任と

　いう言葉が流行っていて、SOSを上げにくい。

職　員 ・広報は届きにくいかもしれませんが、情報を送って頂いたら優秀なスタッフが丁寧に心を解きほぐして対　

　応します。遠隔地のご家族の希望で施設に入られる方もあるが、ある程度までは在宅支援を続けている。

・10/7介護の日、講演会申し込み不要。　11/8介護度1～5の方を在宅で介護している介護者のリフレッシュ

　を目的に淡路島への日帰り旅行を計画している。申し込み必要。利用者のご家族にお知らせ下さい。

※次回　2023年度　第4回運営推進会議の予定は、11月20日(月)　13：30～。

構成員

コスモス男山　2023年度　第3回運営推進会議報告

市からお知

らせ


